Classical Tones in Xu Zhimo 徐志摩\u27s Poetry -a Note on their External Factors- by 加藤 阿幸
Ⅰ
は
じ
め
に
徐
志
詩
文
が
價
さ
れ
る
一
因
承
知
の
り
、
徐
志
は
五
四
動
以
の
西
洋
思
を
身
で
受
け
て
き
た
新
詩
詩
壇
の
代
表
な
唯
美
	詩
人
で
あ
る
。
彼
の
詩
歌
は
な
ぜ
こ
れ
ま
で
ず
っ
と


の
で
廣
く
愛
讀
さ
れ
て
き
た
の
か
（
１
）、
ま
た
、
そ
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
彼
の
濃
烈
な
詩
人
の
氣
質
と
傳
奇
な
生
涯
」
び
、
詩
の
中
に
「
永
な
る
浪
漫
で
あ
る
愛
、
自
由
、
美
へ
の
く
な
き
求
」
に
あ
り
、
更
に
、
最
大
の
原
因
は
、
「
西
洋
詩
形
を
積
極
に
中
國
に
紹
介
し
、
つ
い
に
は
西
洋
の
作
詩
法
を
骨
組
み
に
、
中
國
古
典
詩
の
作
詩
技
法
で
あ
る
對
偶
、
雙
聲
、
疊
韻
、
復
沓
な
ど
を
多
用
し
た
點
に
あ
る
」
と
嘗
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
２
）。
そ
し
て
、
徐
志
の
詩
文
の
美
の
中
の
「
詩
語
の
美
」
に
つ
い
て
は
、
「
中
國
文
字
の
一
字
一
の
特
殊

、
び



の
聲
母
と
後
の
韻
母
と
の
組
み
合
わ
せ
で
和
し
た
韻
律
感
を
創
す
る
の
に

し
た
特
性
」
を
徹
底
に
驅
使
し
、
「
雙
聲
、
疊
韻
、
疊
字
、
排
比
な
ど
の
樂
效
果
」
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
と
分
析
し
て
き
た
（
同
一
七
六
頁
）。
し
か
し
、
な
る
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
實
は
こ
れ
は
徐
志
の
詩
文
に
は
中
國
文
學
の
古
典
風
格
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
典
型
な
西
洋
風
采
を
備
え
て
い
る
留
詩
人
の
詩
文
に
古
典
な
風
格
が
漂
う
の
か
。
筆
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
點
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
た
だ
そ
の
・其
然
・
を
知
る
だ
け
で
、
そ
の
・
以
然
・
ま
で
は
深
く
考
え
て
こ
な
か
っ
た
。
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
そ
の
外
在

因
に
つ
い
て
加

阿
幸
そ
こ
で
、
こ
の
度
、
徐
志
の
詩
文
の
古
典
風
格
を
「
在
素
因
」
と
「
外
在
素
因
」
と
に
分
け
、
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
「

在
素
因
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
松
浦
友
久
士
悼
記
念
中
國
古
典
文
學
論
集
』
（
文
出
版
、
二
〇
〇
五
）
に
載
さ
れ
て
い
る
が
、
外
在
素
因
を
	べ
る
に
あ
た
り
、
在
素
因
を
以
下
の
よ
う
に
略
	さ
せ
て
い
た
だ
く
。
典
型
な
西
洋
風
采
を
備
え
て
い
る
留
詩
人
が
な
ぜ
詩
文
に
古
典
な
風
格
が
漂
う
か
徐
志
の
白
話
詩
の
中
の
中
國
古
典
詩
風
は
今
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
本
文
Ⅱ
の
３
「
傳
統
文
學
へ
の
回
歸
現
象
」
に
も
觸
れ
て
い
る

り
、
梁
實
秋
は
・
談
徐
志

（
３
）・
の
な
か
で
、
「
徐
志

の
詩
の
も
う
一
つ
の
特
は
・白
話
の
中
に
少
な
か
ら
ず
文
言
の
詞
を
挾
む
こ
と
・
で
あ
る
（
・
志

詩
之
一
特
點
是
在
白
話
中
夾
雜
不
少
文
言
詞
・
）」
と
	べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
こ
れ
は
缺
點
だ
と
い
う
人
も
い
る
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
彼
の
古
文
は
基
礎
が
あ
り
、
こ
ん
な
澤
山
に
も
彼
が
驅
使
で
き
る
・詞
・
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
（
・
有
人
也
許
以
爲
這
是
毛
病
，
我
倒
不
這
樣
想
。
他
國
文
有
根
底
，
有

麼
多
詞
供
他
驅
使
・）」
と
む
し
ろ
擁
す
る
發
言
を
し
て
い
る
。
徐
志
の
死
後
、
最
も
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
指
摘
し
た
の
は
、
方
葦
で
あ
る
。
彼
は
徐
志
に
最
も
親
し
い
學
生
の
一
人
、
桐
古
の
大
家
で
あ
る
「
方
苞
」
（
４
）
の
末
裔
で
あ
る
。
彼
は
「
志
怎
樣
了
」
（
５
）
の
中
に
、
「
徐
志
は
濃
厚
な
古
典
の
雰
圍
氣
を
持
ち
な
が
ら
、
新
文
學
に
從
事
す
る
人
で
あ
る
（
・
志
是
氣
息
很
重
，
而
從
事
於
新
文
學
事
業
一
個
人
・
）」
、
そ
し
て
、
「
徐
志
の
古
さ
は
、
あ
ら
ゆ
る
心
と
感
覺
が
與
え
て
く
れ
た
古
に
對
す
る
虔
と
愛
で
あ
る
（
・
志


乃
是
一
切
心
靈
上
與
感
官
上
験
予
一
種
過

虔
與
嗜
好
・
）」
と
も
	べ
て
い
る
。
筆
は
こ
れ
ら
の
指
摘
の
背
景
に
あ
る
徐
志
自
身
の
在
素
因
を
考
察
し
て
き
た
。
結
果
、
考
え
う
る
理
由
と
し
て
、
の
こ
と
を
げ
た
。
１
・
戀
古
結
・
：
そ
の
時
代
の
知
識
階
と
し
て
の
本
質
で
あ
る
古
へ
の


２
徐
志
が
詩
人
と
し
て
の
天
の
浪
漫
氣
質
―
中
國
傳
統
な
浪
漫
詩
を
受
け
繼
い
だ
氣
質
３
幼
年
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
古
典
文
學
の
素
 
４
彼
の
特
質
で
あ
る
・
!雄
崇
拜
・
か
ら
く
る
梁
"超
ら
時
代
の
先
#の
儒
學
の
$陶
な
ど
で
あ
る
。
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
%）
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本
論
文
で
は
、
續
い
て
徐
志
詩
文
の
古
典
風
格
の
外
在
素
因
を
べ
て
み
た
い
。
筆
が
考
え
る
に
は
、
そ
れ
は
一
言
で
言
え
ば
、
の
二
點
に
歸
結
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
①
「
徐
志
の
よ
う
な
古
へ
の

を
	く
あ
の
時
代
の
生
粹
の
文
人
が
、
時
代
の

流
の
中
に
お
い
て
、
い
わ
ば
宿
命
な
現
象
で
あ
る
」
と
同
時
に
、
②
新

の
盟
に
相
應
し
い
「
新


の
傳
承
」
を
受
け
繼
い
だ
か
ら
で
は
な
い
か
、
の
二
點
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
考
え
に
沿
っ
て
、
論
析
し
て
い
く
。
Ⅱ
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
の
外
在

因
―
そ
の
一
、
傳
統
の
繼
承
と
時
代
の
流
れ
１
傳
統
な
詩
詞
は
一
相
傳
な
文
學
傳
子
１
―
１
白
話
詩
は
時
代
に
お
け
る
文
學
變
の
自
然
な
趨
勢
そ
も
そ
も
、
白
話
詩
や
白
話
文
學
は
、
傳
統
文
學
か
ら
時
代
に
應
じ
た
形
と
し
て
現
れ
て
き
た
、
自
然
な
形
の
文
學
形
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
時
代
に
お
け
る
文
學
變
の
自
然
な
趨
勢
で
あ
る
。
胡
も
嘗
て
、
「
白
話
文
學
は
中
國
文
學
史
上
の
自
然
な
趨
勢
で
あ
る
（
・
白
話
文
學
是
中
國
文
學
史
上
自
然
趨
勢
・
）」
（
・
中
國
新
文
學
大
系
・
建
設
理
論
集
・
導
言
・
20頁
）
（
６
）
と
べ
て
い
る
。
一
九
一
六
年
四
五
日
の
日
記
（
７
）に
も
「
文
學
革
命
は
我
が
國
の

史
上
に
お
い
て
（
こ
の
度
の
私
の
提
唱
は
）
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
（
・
文
學
革
命
，
在
吾
國
史
上
，
非
創
建
也
・
）」
と
書
い
て
い
る
。

す
れ
ば
、
の
こ
と
を
べ
て
い
る
。
ち
、
韻
文
に
お
い
て
は
『
詩
經
』
か
ら
『
離
騷
』
に
變
じ
た
の
は
一
大
革
命
で
あ
り
、
ま
た
、
五
言
七
言
詩
に
變
じ
た
の
は
二
大
革
命
（
中
略
）…
詞
が
曲
に
、
劇
本
に
變
じ
た
の
は
六
大
革
命
で
あ
る
（
８
）。
そ
し
て
、
散
文
に
お
い
て
も
、
幾
度
も
の
革
命
に
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
し
か
し
、
謂
・革
命
の


流
・
と
い
う
の
は
、
「
物
自
然

の
跡
で
あ
り
、
そ
の
變
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
言
え
ば
、
革
命
と
言
う
の
だ
が
、
物
事
の
順
を
っ
て
漸

し
て
き
た
跡
を
見
て
言
え
ば
、
こ
れ
は

と
も
言
え
る
の
で
あ
る
（
・
革
命

流
天
演

之
跡
。
自
其

言
之
，
謂
之
革
命
。
自
其
循
序
漸
之
跡
言
之
，
謂
之

，
可
也
。・）」
と
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
胡
は
、
白
話
詩
文
は
「
文
學
の

し
た
形
」
で
あ
る
と
張
し
、
今
で
は
、
こ
れ
は
も
は
や
一
つ
の
定
で
あ
ろ
う
。
１
―
２
白
話
詩
は
傳
統
文
學
の
傳
子
を
持
っ
た
新
し
い
文
學
の
形
態
白
話
詩
は
「
文
學
變
の
自
然
な
趨
勢
」
で
あ
る
が
故
、
傳
統
文
學
の
傳
子
を
も
っ
た
新
し
い
形
態
の
文
學
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
174
な
い
だ
ろ
う
か
。
嘗
て
、
胡
は
か
の
有
名
な
「
文
學
改
良
へ
の
建
議
」
（
・
文
學
改
良
芻
議
・
）」
（
９
）
の
な
か
で
は
、
「
古
人
を
倣
し
な
い
、
典
故
を
用
い
ず
、
對
偶
を
じ
な
い
（
・
不
帖
径
古
人
、
不
用
典
、
不
對
仗
・
）」
と
言
い
、
そ
し
て
、
そ
の
新
詩
史
上
初
め
て
の
詩
集
『
嘗
試
集
』
（
・
嘗
試
集
・
）
の
序
文
の
中
に
も
古
い
文
學
は
「
極
端
に
驅
除
し
、
淘
汰
し
盡
く
し
て
か
ら
初
め
て
新
し
い
基
礎
を
固
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
・
應
該
極
端
驅
除
，
淘
汰
淨
盡
，
才
能
使
新
基
礎
牢
固
・
）」
と
力
し
た
。
そ
し
て
そ
の
呼
び
か
け
に
多
く
の
人
が
呼
應
し
た
。
中
に
は
「
て
の
中
國
古
典
文
學
の
言
語
、
表
現
形
式
、
表
現
技
巧
」
な
ど
も
廢
棄
す
べ
き
と
い
う
極
論
ま
で
あ
っ
た
（
）こ
と
は
、
知
の
	り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
嵐
が
少
し
靜
ま
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
多
く
の
文
人
が
氣
付
き
始
め
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
梁
實
秋
は
「
新
詩
と
傳
統
」
（
・新
詩
與
傳
統
・）
（

）
の
な
か
で
、
「
詩
は
傳
統
の
つ
な
が
り
を
斷
ち
切
っ
て
は
な
ら
な
い
（
・
詩
不
可
以
與
傳
統
用
・
）」
と

し
、
そ
し
て
「
白
話
詩
を
試
み
る
こ
と
は
も
う
、
一
段
つ
い
た
。
こ
の
が
	じ
い
こ
と
は
事
實
が
證
明
し
て
く
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
我
々
は
元
來
の
詩
の
傳
統
か
ら
、
新
し
い
表
現
方
法
と
形
式
を
探
求
す
べ
き
だ
（
・
白
話
詩
嘗
試
應
是
一
段
。
事
實
證
明
此
路

	，
現
在
新
詩
應
該
就
原
有
詩
傳
統
探
新
表
現
方
法
與
形
式
・）」
（
・梁
實
秋
論
文
學
・
六
八
九
頁
）
と
對
策
を
示
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
朱
自
も
一
九
四
〇
年
に
書
い
た
「
抗
戰
と
詩
」 （
・
抗
戰
與
詩
・
）
（
）
の
な
か
で
、
「
日
中
戰
爭
以
の
散
文
詩
の
傾
向
び
民
形
式
の
用
は
、
正
に
古
典
格
律
の
發
展
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が

謂
矛
盾
な
發
展
で
あ
る
（
・抗
戰
以
後
散
文
詩
傾
向
與
民
形
式

用
，
正
是
促
了
古
典
格
律
發
展
，
這
正
是
謂
矛
盾
發
展
・）」
と
べ
て
い
る
。
白
話
詩
は
、
傳
統
文
學
の
傳
子
を
持
っ
て
い
る
が
故
に
、
や
は
り
あ
る
面
で
は
そ
の
垣
根
を
越
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
時
代
の
文
人
が
、
「
 文
學
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
つ
つ
も
、
し
か
し
、
現
實
で
は
、
彼
ら
も
傳
統
詩
文
か
ら
!れ
ら
れ
な
い
"惱
を
見
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
２
中
國
詩
歌
は
傳
統
文
學
の
離
を
超
え
ら
れ
な
い
２
―
１
胡
以
の
白
話
詩
人
の
古
典
詩
歌
か
ら
れ
ら
れ
な
い
惱
胡
は
「
新
詩
を
論
ず
る
―
八
年
來
の
一
大
事
」
（
・
談
新
詩
―
八
年
來
一
件
大
事
・
一
九
一
九
年
一
〇
#）
（
$）
の
中
で
は
、
「
私
の
知
っ
て
い
る
新
詩
人
（
の
詩
）
は
、
魯
%兄
弟
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
 式
の
詩
、
詞
や
曲
か
ら
生
ま
れ
變
わ
っ
た
。
沈
伊
默
君
の
最
初
に
作
っ
た
詩
は
「
古
徐
志
&詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
'）
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樂
府
」
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
（
・
我
知

新
詩
人
，
除
了
會
稽
氏
兄
弟
之
外
，
大
是
從
舊
式
詩
、
詞
、
曲
裡
用
胎
出
來
。
沈
伊
默
君
初
做

新
詩
是
古
樂
府
出
來
・
）」
と
べ
、
そ
し
て
、
「
自
分
も
よ
く
雙
聲
、
疊
韻
の
方
法
を
用
い
て
	韻
の

和
を
助
け
る
（
・
吾
自
己
也
常
用
雙
聲
疊
韻
法
子
來
逸
助
	

和
諧
・
）」
、
ま
た
、
「
こ
の
	韻
が
傳
統
詩
歌
の
エ
キ
ス
ゆ
え
、
新
詩
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
（
・
這
種
	節
是
詩
	節


，
能
校
容
納
在
新
詩
里
，
固
然
也
是
好
事
・
）」
と
新
詩
の
中
に
傳
統
詩
歌
の
・
エ
キ
ス
・
を
入
れ
る
の
は
・良
い
こ
と
だ
・
と
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
例
え
ば
、
康
白
も
「
新
詩
私
見
」
（
・
新
詩
底
我
見
・
）
（
）
の
中
で
、
「
庶
民
の
詩
は
理
想
で
あ
り
、
義
で
あ
る
（
・

民
詩
'是
理
想
，
是
義
・
）」
と
言
い
つ
つ
も
、
し
か
し
、
「
詩
は
貴
族
で
あ
る

こ
と
も
ま
た
事
實
で
あ
り
、
眞
理
な
の
だ
（
而
詩
是
貴
族
卻
是
事
實
，
是
眞
理
。
・
）」
（
『
中
國
新
文
學
大
系
・
建
設
集
』
三
三
四
頁
）
と
現
實
を
直
し
て
い
た
。
噤
伯
に
至
っ
て
は
、
も
っ
と
あ
っ
さ
り
と
自
分
の
惱
を
白
し
、
・
無
可
奈
何
・
で
あ
る
と
漏
ら
し
て
い
る
。
彼
は
「
會
の
新
詩
に
對
す
る
各
種
心
理
」
（
・
會
上
對
於
新
詩
各
種
心
裡
觀
・
）
（
）
の
中
で
、
「
文
言
を
借
用
す
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。
現
行
の
白
話
で
は
物
足
り
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
、
文
言
を
借
り
て
補
う
し
か
な
い
。
詩
を
作
る
場
合
、
散
文
よ
り
も
、
文
言
を
借
用
す
る
時
が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
白
話
は
素
朴
す
ぎ
て
、
そ
れ
を
詩
に
す
る
場
合
は
、
相
應
し
く
な
か
っ
た
り
、
足
り
な
い
部
分
が
散
文
よ
り
も
多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
天
然
の
憾
は
ま
こ
と
に
・
如
何
と
も
し
い
・
も
の
で
あ
る
（
・
借
用
文
言
是
不
得
已
事
，
現
行
白
話
有
不
校
用
地
方
，
只
得
借
用
文
言
來
補
，
在
作
詩
時
候
，
比
較
做
散
文
借
用
文
言
更
多
，
因
爲
白
話
太
質
樸
了
，
用
他
來
作
詩
，
不
宜
不
校
用
地
方
 比
散
文
多
，
種
天
然
缺
憾
，
我
們
也
無
可
奈
何
・）」
（
『
中
國
新
文
學
大
系
・
建
設
集
』
三
五
九
頁
）
と
そ
の
時
代
の
文
人
の
惱
を
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
惱
に
對
し
て
、
!論
家
と
し
て
は
常
に
嚴
し
い
"
勢
を
見
せ
る
臧
克
家
も
、
同
を
示
め
し
て
い
た
。
２
―
２
古
典
詩
歌
の
呪
か
ら
れ
ら
れ
な
い
惱
へ
の
同

臧
克
家
は
「
新
詩
を
論
ず
る
」
（
・
論
新
詩
・
）
（
#）
の
中
で
、
「
初
期
の
白
話
詩
は
多
く
の
詩
の
詞
を
入
れ
た
の
で
、
つ
い
に
は
・四
不
像
・
に
な
っ
た
（
・
初
期
新
詩
$入
了
許
多
舊
詩
詞
句
子
弄
得
新
詩
%了
個
四
不
像
・）」
と
揶
揄
し
つ
つ
も
、
「
そ
れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
、
わ
れ
わ
れ
は
今
日
の
目
で
古
人
を
!價
し
て
は
な
ら
な
い
（
・
是
沒
法
事
，
我
們
不
能
拿
今
天
眼
光
去
!量
古
人
・
）」
と
同
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
白
話
詩
で
愛
や
景
色
を
&寫
す
る
な
ら
ば
、
却
っ
て
古
典
詩
中
國
詩
文
論
叢
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で
書
く
方
が
相
應
し
い
（
・
如
果
用
新
詩
寫
愛
寫
風
景
，
我
覺
得
倒
不
如
舊
詩
詞
更
爲
合
・
）」
（
・
論
新
詩
・
三
〇
九
頁
）
と
古
典
詩
歌
の
不
可
滅
性
を
め
て
い
る
。
か
よ
う
な
わ
け
で
、
詩
人
た
ち
は
傳
統
文
學
へ
の
・反
思
・
反
省
を
し
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
２
―
３
傳
統
文
學
へ
の
・反
思
・
梁
實
秋
は
「
中
國
人
が
詩
を
書
く
の
に
、
先
人
た
ち
の
殘
し
て
く
れ
た
美
し
い
言
を
完
に
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
白
話
詩
と
文
言
の
	詩
は
一
刀
兩
斷

な
境
界
線
が
あ
る
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
（
・
我
以
爲
，
中
國
人
寫
詩
，
不
可
能
完
溥
棄
人
留
下

美
妙

詞
．
白
話
詩
和
文
言

舊
詩
，
不
可
能
有
個
一
刀
兩
斷

分
界
線
・
）」
（
「
徐
志
の
こ
と
に
つ
い
て
」
・
談
徐
志
・
）
（
）
と
眞
っ
先
に
張
し
て
い
た
。朱
自
も
や
は
り
「
象
詩
は
幽
玄
妙
な
感
を
表
す
の
に
、
々
に
し
て
文
言
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
（
・象
瘍
詩
爲
要
得
到
幽
澀


子
，

參
用
文
言
倡
字
・
）」
（
「
詩
の
形
式
」
・
詩

形
式
・
）
（
）
と
詩
人
と
し
て
の
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。
ま
た
、
當
時
の
詩
集
の
纂
も
詩
の
擇
方
法
と
し
て
「
・
詞
・
の
超
然
と
し
た
と
こ
ろ
、
・
曲
・
の
婉
曲

な
表
現
の
あ
る
と
こ
ろ
」
を
重
點
に
し
て
集
す
る
の
だ
と
朱
自
が
「
詩
雜
記
」
（
）
の
中
で
べ
て
い
る
。
彼
は
、
一
九
二
八
年
・時
代
新
聲
・

の
盧
野
の
詩
標
準
を
例
に
明
し
た
。
「
…
・
詞
・
の
超
然
と
し
た
と
こ
ろ
、
・
曲
・
の
婉
曲

な
表
現
の
あ
る
と
こ
ろ
、
乃
至
歌
、
鼓
、
詞
、
彈
詞
な
ど
、
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
で
も
、
そ
の

 を
取
り
入
れ
る
（
!）」
と
べ
て
い
る
こ
の
趨
勢
は
や
が
て
讀
に
も
"ん
だ
。
讀
自
身
も
古
典
詩
風
の
#重
さ
を
求
め
る
意
見
を
色
々
と
出
し
始
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
・
小
傍
$報
・
一
三
卷
七
號
・
%信
&・
で
は
齊
志
仁
と
い
う
讀
か
ら
の
投
書
で
「
白
話
詩
は
第
一
に
格
律
、
第
二
に
脚
韻
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
・
新
詩
第
一
'有
格
律
，
第
二
'有
韻
(・
）」
と
新
詩
の
韻
律
を
求
め
て
い
る
（
)）。
上
に
べ
て
き
た
%り
、
詩
壇
文
壇
は
反
省
を
經
て
、
つ
い
に
は
、
そ
の
傳
統
文
學
へ
の
回
歸
現
象
が
生
じ
始
め
た
の
で
あ
る
。
３
傳
統
文
學
へ
の
回
歸
現
象
３
―
１
古
典
詩
歌
素
の
現
代
詩
に
お
け
る
受
容
傳
統
文
學
へ
の
回
歸
現
象
の
一
例
と
し
て
、
聞
一
多
は
郭
沫
*の
詩
集
『
女
+』
に
つ
い
て
,論
し
た
と
き
、
「
我
々
は
中
國
の
新
し
い
詩
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典

風
格
（
加
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を
作
る
べ
き
で
あ
り
、
西
洋
人
が
中
國
語
で
書
い
た
よ
う
な
詩
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
（
・
我
們
做
中
國
新
詩
・
而
不
是
・
做
個
西
洋
人
傍
中
國
話
詩
・
）」
と
べ
、
「
理
想
な
詩
は
、
本
國
の
色
を
保
存
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
・
理
想
詩
保
存
本
地
色
・
）」
と
べ
て
い
る
（
・
女

之
地
方
色
・
一
九
二
三
年
）。
ま
た
、
聞
一
多
が
臧
克
家
の
詩
集
『
烙
印
』
の
た
め
に
書
い
た
序
文
（
一
九
三
三
年
）
の
な
か
で
も
「
新
し
い
詩
人
は
古
典
詩
歌
の
	

を

收
す
べ
き
だ
（
・
新
詩
人

收
古
典
詩
歌

	

・
）」
と
同
じ
意
見
を

べ
て
い
る
。
梁
實
秋
な
ど
は
、
上
に
も
觸
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
先
鋒
で
あ
る
。
一
九
七
八
年
に
書
い
た
『
談
徐
志
』
で
も
再
三
當
時
の
文
壇
に
お
け
る
文
言
の
重
性
を
の
よ
う
に
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
時
に
は
、
典
の
語
句
を
用
い
る
こ
と
で
初
め
て
當
に
そ
の
意
境
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
（
中
略
）
徐
志
は
文
言
の
言
を
使
用
す
る
が
、
我
々
は
そ
れ
を
陳
腐
だ
な
ど
と
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
は
自
在
に
そ
れ
ら
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
・
有
時
候
使
用
較
馴
詞
句
方
能
當
表
意
境
。
（
中
略
）
徐
志

使
用
文
言
詞
，
我
們
不
其
陳
腐
，
因
爲
他
善
於
用
・
）」
（
出
の
・
談
徐
志
・
四
九
頁
）。
沈
從
文
も
や
は
り
文
言
の
擁

で
あ
る
。
彼
は
「
朱
湘
の
詩
を
論
ず
る
」
（
・
論
朱
湘
詩
・
）
（
）
の
中
で
「
朱
湘
の
實
驗
で
死
語
と
な
っ
て
い
た
言
が
、
中
國
語
文
學
の
詩
歌
の
な
か
に
復
活
し
て
き
た
機
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
（
・
由
於
朱
湘
試
驗
，
皆
見
出
死
去
了
詞
，
有
一
種
機
會
復
活
於
國
語
文
學
詩
歌
中
・
）」
と
喜
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
も
し
郭
沫
の
あ
る
部
分
の
詩
歌
が
中
國
古
典
詩
歌
の
空
疎
な
誇
張
と
豪
放
を
保
留
し
て
い
る
な
ら
ば
、
朱
湘
が
保
留
し
た
の
は
、
古
典
詩
の
韻
律
や
リ
ズ
ム
の
魂
で
あ
る
（
・
傍
郭
沫

某
一
部
分
詩
歌
，
保
留
是
中
國
舊
詩
空
泛
誇
張
與
豪
放
，
則
朱
湘
詩
，
保
留
是
中
國
舊
詩
詞
韻
律

奏
靈
魂
・）」
と
價
し
て
い
る
（
・論
朱
湘
詩
・
一
九
二
頁
）。
羅
念
生
も
朱
湘
の
『
莽
集
』
を
論
し
た
と
き
（
論
朱
湘

・
莽
集
・
）
（
 ）
、
や
は
り
沈
從
文
と
同
じ
意
見
を
示
し
た
。
「
彼
の
詩
は
浪
漫

な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
上
に
古
典
な
!
"を
加
え
て
い
る
（
・
他
詩
是
浪
漫
靈
感
加
上
古
典
藝
"（
R
o
m
a
n
tic
in
sp
ira
tio
n
in
cla
ssica
l
a
rt"））」
と
價
し
、
#
$に
つ
い
て
は
・
很
有
%就
・
と
襃
め
て
い
る
。
「
彼
に
依
れ
ば
、
「
婚
歌
」
の
始
め
に
・
堂
・
の
廣
い
韻
を
用
い
、
結
び
に
・
簫
・
の
悠
長
の
韻
を
用
い
る
の
は
、
#韻
で
婚
禮
の
禮
拜
儀
式
の
賑
や
か
な
銅
鑼
や
太
鼓
の
#聲
を
表
し
、
テ
ン
ト
を
撤
收
し
た
あ
と
の
靜
か
な
笙
や
笛
の
#を
表
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
（
・
據
他
傍
：
・
婚
歌
・
首
章
中
&首
用
堂

寬
宏
韻
，
結
尾
用
簫

幽
'
韻
，
便
是
想
用
#韻
來
表
出
拜
堂
時
熱
鬧
鑼
鼓
聲
，
撤
帳
後
輕
悄
簫
管
聲
・
）」
中
國
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と
そ
の
古
典
詩
歌
の
韻
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
對
し
て
價
し
て
い
る
。
（
論
朱
湘
・
莽
集
・
一
八
四
頁
）
こ
れ
ら
の
論
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
胡
の
『
嘗
試
集
』
以

の
詩
人
た
ち
が
い
ろ
ん
な
努
力
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
が
相
應
し
い
と
思
う
詩
語
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
が
最
も
良
く
知
っ
て
い
る
古
典
詩
歌
の
技
法
に
求
め
る
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
３
―
２
五
四
動
の
束
を
無
で
き
た
の
は
・時
代
が
下
っ
た
か
ら
・
で
あ
る
と
こ
ろ
で
、
先

	賢
が
色
々
試
驗
し
て
、
・
此
路
不

・
と
省
察
し
て
い
て
も
、
な
か
な
か
、
古
典
に
歸
る
こ
と
が
出
來
な
い
で
い
た
の
に
、
な
ぜ
徐
志
や
朱
湘
ら
は
五
四
動
の
束
を
無
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
上
し
た
沈
從
文
が
「
時
代
が
下
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
・
爲
時
稍
絡
・
）」
と
、
「
朱
湘
の
詩
を
論
ず
る
」
の
な
か
で
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
「
・爲
時
稍
絡
・」
は
、
ま
さ
し
く
「
時
代
の
流
れ
」
で
あ
り
、
「
自
然
な
趨
勢
」
で
あ
る
他
な
ら
な
い
と
思
う
。
彼
は
「
新
詩
の
中
に
、
例
え
ば
沈
伊
默
、
劉
復
、
劉
大
白
ら
は
、
皆
最
も
良
い
古
典
詩
の
學
力
を
持
っ
て
い
る
が
（
中
略
）、
し
か
し
彼
ら
は
古
典
詩
の
言
か
ら
な
る
べ
く
け
出
そ
う
と
努
力
し
た
た
め
、
新
詩
は
の
な
い
單
純
な
形
式
と
し
て
存
在
さ
せ
て
し
ま
っ
た
（
中
略
）。
こ
れ
は
や
は
り
、
五
四
動
が
詩
に
對
す
る
求
に
束
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
湘
の
詩
は
や
や
こ
れ
ら
の
束
を
離
れ
る
こ
と
が
出
來
（
中
略
）
五
四
動
の
束
を
受
け
な
い
わ
け
は
、
作
の
生
き
て
い
る
時
代
が
や
や
下
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
・
中
國
新
詩
作
中
，
沈
伊
默
、
劉
復
、
劉
大
白
，
皆
對
舊
詩
有
最
好
學
力
（
中
略
）
作
擺
用
舊
詩
詞

努
力
，
使
新
詩
以
一
個
無
詞
爲
外
衣
單
純
形
式
而
存
在
，（
中
略
）
多
爲
由
於
五
四
動
對
詩
求
一
種
條
件
拘
束
，
朱
湘
詩
稍
稍
離
開
這
拘
束
，
承
受
了
詞
曲
文
字
，
也
同
時
承
受
了
詞
曲
風
格
，
寫
他

・
莽
集
・
。
不
受
五
四
文
學
動
拘
束
，
卻
因
爲
作
爲
時
稍
絡
原
因
・
）
（
沈
從
文
・論
朱
湘
詩
・）
一
九
六
頁
）
と
べ
て
い
る
。
上
し
た

り
、
傳
統
文
學
へ
の
回
歸
現
象
の
一
つ
で
あ
る
、
徐
志

の
詩
文
に
お
け
る
古
典
詩
歌
素
の
受
容
は
、
こ
の
現
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
古
典
風
格
は
正
當
な
傳
統
の
傳
承
で
あ
る
と
價
さ
れ
て
い
る
。
４
徐
志
詩
文
の
古
典
風
格
は
正
當
傳
統
の
繼
承
で
あ
る
と
す
る
各
論
家
の
・贊
同
・
徐
志
の
詩
文
の
古
典
風
格
は
い
わ
ば
、
傳
統
文
學
へ
の
回
歸
現
象
の
一
つ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
極
め
て
正
當
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
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な
傳
統
の
繼
承
で
あ
る
と
、
各
論
家
の
・贊
同
・
を
得
て
い
る
。
例
え
ば
、
余
光
中
（
）は
、
徐
志
の
「
再
び
別
れ
を
げ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
」
（
・
再
別
康
橋
・
）
に
つ
い
て
、
ど
の
部
分
が
「
宋
の
詞
」
に
似
て
い
る
、
ど
れ
が
李
白
の
風
格
が
あ
る
、
ど
れ
が
宋
代
張
孝
の
・西
江
・
詞
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
か
な
ど
、
そ
の
古
典
風
格
を
分
析
し
、
	の
よ
う
に
賞
贊
し
て
い
る
。
「
・


？
嚇
一
支
長
鼓
，
向

更
處
漫
溯
，
／
／
滿
載
一
船
星
輝
，
在
斑
豕
裡
放
歌
・
（
を
求
め
る
？
な
ら
長
い
竿
で
小
船
を
漕
い
で
、
も
っ
と
っ
て
い
る
湖
面
の
叢
の
方
へ
ゆ
っ
く
り
と
遡
っ
て
ご
ら
ん
、
／
／
小
船
い
っ
ぱ
い
に
星
の
光
を
載
せ
て
、
ら
れ
た
星
の
光
の
中
で
謳
歌
す
る
と
い
い
！
）
は
宋
の
詞
に
似
て
い
る
。
・
我
輕
輕
招
手
，
作
別
西
天
雲
・
（
輕
く
手
を
振
り
、
西
の
空
の
夕
雲
に
別
れ
を
げ
る
）
二
句
に
は
李
白
の
氣
品
が
あ
る
。
そ
し
て
、
・
滿
載
一
船
星
輝
・
は
，
宋
代
の
張
孝
の
詞
「
西
江
」
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
（
・


？
嚇
一
支
長
鼓
，
向

更
處
漫
溯
，
滿
載
一
船
星
輝
，
在
星
輝
斑
豕
裡
放
歌
・
像
宋
詞
。
・
我
輕
輕
招
手
，
作
別
西
天
雲
・
兩
句
有
李
白

韻
。
而
・
滿
載
一
船
星
輝
・
，
則
本
於
宋
代
張
孝

・西
江
・
詞
・）」
と
。 （
・徐
志
詩
小
論
・）
（
）
ま
た
、
徐
志
の
學
生
で
あ
っ
た
趙
景
深
も
「
師
志
哀
悼
」
（
・
志
師
哀
辭
・
）
（
）
の
中
で
、
「
徐
志
は
『
猛
虎
集
』
以
の
詩
は
、


の
き
ら
び
や
か
さ
が
あ
る
（
・
志
在
・
猛
虎
集
・
之

詩
有
絡

綺
靡
風
格
・）」
と
し
て
い
る
。
王
亞
民
で
は
、
「
棠
の
下
で
志
を
訪
れ
る
」
（
・
棠
下
尋
志
・
・
徐
志

集
・
代
序
・
）
（
）
の
中
で
、
徐
志
の
詩
は
「
李
照
や
史

の
影
が
見
え
隱
れ
す
る
（
・
咨
咨
約
約
閃
爍
宋
時
李
照
、
史
達

影
子
・）」
と
し
て
い
る
。
以
上
見
て
き
た
り
、
徐
志
詩
文
の
古
典
風
格
の
外
在
素
因
の
一
つ
は
「
傳
統
の
繼
承
と
時
代
の
流
れ
で
あ
る
」
と
考
え
る
	第
で
あ
る
。
で
は
、
	に
、
外
在
素
因
の
そ
の
二
で
あ
る
「
新


の
傳
承
」
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。
Ⅲ
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
の
外
在
素
因
―
そ
の
二
、
新


の
傳
承
１
年
の
徐
志
に
お
け
る
梁
實
秋
ら
新

・擬
古
意
識
・
へ
の
傾
斜
１
―
１
梁
實
秋
の
復
古
論
	の
影


梁
實
秋
は
徐
志
死
後
、
新

 の
大
き
な
支
!と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
彼
の
一
"の
・復
古
論
#・
は
、
當
時
の
徐
志
、
特
に
年
の
徐
志
（
一
九
三
一
、
一
一
、
一
九
$去
）
に
、
大
き
く
影
%を
與
え
た
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
180
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
一
九
二
六
年
二
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
書
い
た
と
さ
れ
て
い
る
梁
實
秋
の
「
現
代
中
國
の
浪
漫
趨
勢
」
（
・
現
代
中
國
文
學
之
浪
漫
趨
勢
・
）
（
）
で
は
、
「
現
を
打
破
す
る
の
は
、
二
つ
の
方
法
し
か
な
い
：
一
つ
は
古
に
り
、
一
つ
は
外
國
の
勢
力
を
入
す
る
こ
と
だ
」
（
・
打
破
現
彜
方
法
不
外
兩
種
:一
是
古
、
一
是
引
入
外
國
勢
力
・
）」
（
『
梁
實
秋
論
文
學
』
五
頁
）。
或
い
は
「
古
典
文
學
の
意
義
」
（
・
古
典
文
學
意
義
・
）
（
）
と
い
う
文
に
お
い
て
は
「
古
典
文
學
は
、
あ
る
特
質
を
持
っ
て
い
る
―
そ
れ
は
人
	性
の

寫
で
あ
る
。

寫
す
る
も
の
は
人
	性
で
あ
る
た
め
、
・古
・
に
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
く
て
も
、
永
に
色
あ
せ
る
こ
と
が
な
い
。
古
き
に
し
て
常
に
新
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の

寫
手
段
は
優
美
で
あ
る
た
め
、
・典
故
・
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
長
き
に
渡
り
、
そ
の
・
妙
・
を
失
わ
な
い
で
い
る
（
・
古
典
文
學
有
一
種
特
質
―
其
坪
容
爲
人
性


寫
。
因
其


寫
爲
人
性
，
故
能
古
，故
能
雖
古
而
不
死
，
故
能
雖
古
而
常
新
。
其

寫
手
段
是
優
美
，
故
能
爲
典
故
能
歴
久
而
不
失
其
妙
・
）」
（
同
四
〇
一
頁
）
と
も
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
五
四
と
文
」
（
・
五
四
與
文
藝
・
）
（
）
に
お
い
て
も
同
じ
意
見
を
べ
て
い
る
。
「
新
詩
に
、
も
し
活
路
を
見
出
し
た
か
っ
た
ら
、
外
國
の
詩
を
倣
す
る
以
外
に
、
古
典
詩
を
學
ぶ
べ
き
だ
と
思
う
（
中
略
）
理
由
は
單
で
あ
る
。
中
國
の
文
字
は
先
天
に
一
字
一
で
あ
り
、
整
然
と
し
て
い
て
對
稱
し
て
い
る
こ
と
が
特
質
だ
か
ら
で
あ
る
（
・我
以
爲
新
詩
如
有
出
路
，
應
該
是
於
擬
外
國
詩
之
外
，

向
舊
詩
學
。…
理
由
很
單
中
國
文
字
是
先
天
一
字
一
以
整
齊
對
稱
爲
特
質
・
）」
と
（
同
五
八
四
頁
）。
梁
實
秋
の
こ
れ
ら
一
の
「
復
古
論
」
が
文
字
と
し
て
載
さ
れ
た
の
は
、
徐
志
死
後
（
一
九
三
一
年
）
が
多
い
が
、
生
か
ら
す
で
に
復
古
念
を
い
て
い
た
。
彼
は
一
九
七
八
年
九
に
出
版
し
た
『
梁
實
秋
論
文
學
』
の
「
序
文
」
の
な
か
で
、
 の
よ
う
に
べ
て
い
る
。
自
分
が
ア
メ
リ
カ
に
留
學
（
一
九
二
三
―
一
九
二
六
）
し
て
い
た
と
き
、
聞
一
多
と
と
も
に
、
胡
!の
「
文
學
改
良
芻
議
」
に
對
し
、
白
話
詩
に
だ
け
は
贊
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
、
と
。
"ち
、
「
白
話
で
文
に
す
る
の
は
、
無
理
な
く
形
に
な
る
が
、
白
話
で
詩
を
作
る
の
は
、
問
題
は
甚
だ
大
き
い
（
・
白
話
爲
文
，
順
利
章
，
白
話
爲
詩
，
則
問
題
甚
大
・
）」
と
べ
た
上
、
「
聞
一
多
も
自
分
と
同
じ
考
え
で
あ
る
。
詩
は
傳
統
文
學
と
斷
ち
切
っ
て
は
な
ら
な
い
（
・
一
多
和
我
一
直
不
以
爲
詩
可
以
用
離
傳
統
・
）」
と
も
べ
て
い
る
（
同
三
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
梁
實
秋
は
一
貫
し
て
、
中
國
詩
歌
の
傳
統
文
學
を
斷
ち
切
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
#張
し
續
け
て
い
た
と
言
え
る
。
徐
志
は
同
じ
新

$の
一
員
と
し
て
、
・
耳
濡
目
染
・
に
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
そ
の
影
%を
受
け
た
こ
と
は
、
大
い
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
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ま
た
、
徐
志
は
年
胡
ら
と
と
も
に
・整
理
國
故
・
（
中
國
固
有
の
文
や
學
を
整
理
す
る
こ
と
）
や
・國
劇
動
・
を
提
唱
し
た
の
は
、
も
う
一
人
の
新
の
	



師
で
あ
る
梁
超
の
影
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
２
梁
超
の
・國
學
發
揚
・
の
陶
梁
超
や
林
長
民
（
）ら
は
新

に
と
っ
て
	


な
指

た
る
存
在
で
あ
る
（
）。
徐
志
は
梁
超
や
林
長
民
か
ら
、
新
の
	



傳
統
を
受
け
繼
い
だ
こ
と
が
、
徐
志
詩
文
の
古
典
風
格
形
に
外
素
因
の
一
つ
と
し
て
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徐
志
は
梁
超
を
大
變
崇
拜
し
て
い
た
。
無
論
徐
志
の
み
な
ら
ず
、
あ
の
時
代
の
熱
き
血
を
滾
ら
せ
て
い
た
中
國
の
き
知
識
分
子
は
み
な
梁
超
を

し
崇
拜
し
て
い
た
。
例
え
ば
胡
や
梁
實
秋
ら
も
そ
う
で
あ
っ
た
（
）。
徐
志
は
一
八
の
と
き
、
す
で
に
杭
州
第
一
中
學
校
の
文
集
・友
聲
・
第
一
期
に
「
小
と
會
の
關
係
を
論
ず
る
」
を
發
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
一
九
〇
二
年
梁
超
が
・
新
小
・
創
刊
號
（
一
九
〇
二
年
一
一
）
に
載
せ
た
「
小
と
群
治
の
關
係
を
論
ず
る
」
の
贊
同
び
擴
大
解
釋
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
の
妻
の
兄
の
紹
介
で
、
正
式
に
梁
超
に
・
拜
・
し
、
・
入
門
弟
子
・
と
し
て
自
他
と
も
め
る
關
係
と
な
っ
た
。
徐
志
の
梁
超
崇
拜
は
、
文
壇
で
は
知
の
こ
と
で
あ
る
。
日
記
や
書
信
な
ど
か
ら
も
そ
の
崇
拜
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
出
來
る （
 ）。こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
、
一
九
二
一
年
一
一
七
日
、
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
（
B
ertra
n
d
R
u
ssell、
1872
―
1878）
に
與
え
た
手
紙
（
!）
を
引
用
す
る
。
徐
志
は
そ
の
手
紙
の
な
か
で
、
“H
e
is
a
m
u
ch
g
rea
t
m
a
n
th
a
n
a
n
y
o
f
h
is
co
n
tem
p
o
ra
ries,
n
o
t
ex
cep
t-
in
g
D
r.S
u
n
"
と
"べ
、
「
梁
超
は
同
時
代
の
誰
よ
り
も
#大
で
あ
る
。
孫
文
よ
り
も
」
と
書
か
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
梁
超
と
の
關
係
は
徐
志
の
一
方
な
思
$で
は
な
い
。
梁
超
も
徐
志
の
文
才
を
大
變
賞
贊
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
梁
超
は
嘗
て
、
康
有
爲
に
徐
志
を
紹
介
す
る
手
紙
の
中
に
「
詩
び
駢
儷
文
が
で
き
る
（
・
能
詩
駢
體
文
・
）」
だ
け
で
な
く
、
「
極
め
て
聰
明
で
あ
る
（
・
極
聰
%・
）」
と
&め
て
い
た
（
'）。
又
、
徐
志
が
最
初
の
妻
と
の
離
婚
時
に
梁
超
の
諌
め
を
聞
き
入
れ
ず
、
子
弟
(の
「
人
格
獨
立
、
婚
姻
自
由
」
談
義
を
交
わ
し
た
と
い
う
)復
書
*
（
+）か
ら
も
、
二
人
の
親
密
ぶ
り
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ル
ビ
ン
,察
總
長
の
妻
で
あ
る
陸
小
曼
と
の
再
婚
に
際
し
て
、
-が
ら
れ
な
が
ら
も
梁
超
に
「
立
會
人
」
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
時
の
「
訓
話
」
で
の
、
「
新
.新
/
を
嚴
し
く
叱
責
し
た
」
破
天
0な
事
件
も
、
中
國
文
壇
で
は
有
名
な
1
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
182
聞
で
あ
り
、
二
人
の
子
弟
を
越
え
る
關
係
が
窺
え
る
。
故
に
徐
志
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で
あ
る
梁
超
の
言
動
が
、
徐
志
に
大
い
な
る
影
を
與
え
た
こ
と
は
自
明
な
こ
と
で
あ
る
。
２
―
１
徐
志
、
胡
ら
の
・
國
故
整
理
・
・
國
丞
運
動
・
は
梁
超
の
呼
び
か
け
へ
の
呼
應
例
え
ば
、
梁
超
が
一
九
二
三
年
一
に
書
い
た
「
文
學
院
の
創
設
に
係
わ
る
國
中
の
有
志
の
救
助
を
求
む
文
（
・
爲
創
一
文
學
院
，
而
文
求
助
於
國
中
同
志
・
）」
（
）
と
言
う
文
の
中
で
呼
び
か
け
て
い
る
國
學
の
儒
	振
興
や
古
典
文
學
の
整
理
も
、
そ
の
ま
ま
徐
志
や
胡

に
國
學
の
整
理
へ
と
手
さ
せ
た
原
動
力
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。梁
超
は
「
私
は
我
が
國
の
儒
	の
人
生
哲
學
は
（
中
略
）
今
日
に
お
い
て
發
揚
す
る
必
が
あ
る
と
確
信
す
る
（
・
尼
超
確
信
我
國
儒
家
之
人
生
哲
學
（
中
略
）
在
今
日
有
發
揮
光
大
之
必
・
）」
、
「
（
國
學
の
）
發
明
や
整
理
に
手
す
る
に
は
、
古
典
文
學
に
豐
富
か
つ

に
得
し
た
	
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
・
欲
從
事
於
發
明
整
理
，
必
須
在
舊
學
上
積
有
豐
富


修
・
）」
、
「
重
古
を
整
理
、
校
勘
、
釋
、
纂
し
て
、
て
の
人
が
讀
め
て
そ
し
て
喜
ん
で
讀
む
よ
う
に
す
る
こ
と
（
・
整
理
重
古
校
勘
訓
釋
訂
，
令
盡
人
能
讀
且
樂
讀
。
・
）、
さ
ら
に
「
學
校
に
使
用
す
る
國
史
、
國
文
び
人
生
哲
學
	科
書
を
纂
す
べ
き
で
あ
る
（
・
訂
學
校
用
之
國
史
、
國
文
人
生
哲
學
校
本
・
）」
と
呼
び
か
け
て
い
た
（
）。
そ
の
た
め
、
徐
志
、
胡

ら
が
「
我
々
は
中
國
韻
文
名

集
の
叢
書
を
纂
し
た
い
（
中
略
）
現
代
の
目
で
擇
し
、
新
し
い
格
式
で
書
く
（
中
略
）
こ
れ
で
國
民
が
古
今
の
韻
文
に
對
し
て
少
し
で
も
興
味
を
生
じ
、
新
し
い
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
ら
良
い
と
思
う
（
・
我
們
想
編
纂
一
部
中
國
韵
文
名
選
本
叢
書
…
用
⑬
代
眼
光
來
選
擇
，
用
新
格
式
來
寫
…
我
断
希
藉
此
可
以
使
國
人
對
於
古
今
韵
文
生
一
點
興
趣
，
得
一
點
新
瞭
解
・
）」
と
張
壽
林
に
與
え
た
手
紙
（
）の
な
か
で
そ
の
負
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
彼
の
「
整
理
國
故
」
「
國
劇
動
」
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
直
接
な
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
徐
志
が
梁
超
の
影
を
受
け
て
、
自
分
も
新
詩
文
關
係
に
つ
い
て
 究
し
た
い
と
い
う
負
を
最
も
は
っ
き
り
と
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
!の
３
に
"べ
て
い
る
#り
で
あ
る
。
３
徐
志
自
身
の
新
詩
文
關
係
究
へ
の
意
欲
徐
志
が
飛
行
機
事
故
で
$く
な
る
%一
ヶ

&の
一
九
三
一
年
一
〇
五
日
に
發
行
し
た
・
詩
刊
・ （
季
刊
誌
、
新
書
店
）
第
三
期
の
「
序
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
'）
183
文
」
の
中
に
、
詩
の
究
に
げ
た
八
項
目
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
「
・新
・
詩
と
・
・
詩
、
詞
、
曲
の
關
係
の
究
（
・
新
詩
與
舊

詩
、
詞
、
曲
關
係

究
・
）」
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
。
彼
が
本
格

に
詩
文
の
「
不
可
滅
性
」
を
究
す
る
矢
先
に
く
な
っ
た
の
は
、
大
變
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
徐
志
	は
・
詩
刊
・
第
二
期
序
文
（
・
詩
刊
・
第
二
期

言
）
（
一
九
三
一
年
四
、
新
書
店
）
の
中
に
「
も
と
・
維
新
・
に
從
っ
た
人
た
ち
の
中
で
も
、
多
く
の
が
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
始
め
た
よ
う
だ
。
中
に
は
、
元
に
っ
て
五
言
七
言
を
書
き
始
め
た
人
も
い
る
（
中
略
）
こ
の
樣
子
で
は
、
我
々
は
、
ど
う
も
、
分
岐
點
に
行
き
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
さ
あ
、
あ
な
た
は
、
ど
の
に
行
く
の
か
？
（
・
因
此
原
來
跟

維
新

人
，
有
不
少
感
到
明
坪
疚
，
有
竟
已
回
頭
去
填
他
們
五
言
七
言
，
長
令
短
令
，
…
…
（
中
略
）
看
形
，
我
們
像
是
到
了
一
個
分
灘
路
口
低
向
一
邊
走
？
・
）」
と
古
典
回
歸
へ
の
示
唆
を
し
て
い
る
。
し
か
し
殘
念
な
が
ら
、
徐
志
	は
も
っ
と
大
き
な
究
に

手
す
る
こ
と
な
く
、
不
歸
の
客
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
年
の
一
の
・擬
古
意
識
・
へ
の
傾
斜
は
、
徐
志
	の
潛
在
な
古
典
意
識
の
顯
在
で
あ
り
、
時
代
に
先
驅
け
て
感
じ
取
っ
た
傳
統
へ
の
回
歸
、
い
わ
ば
一
種
の
「
時
代
の
流
れ
の
先
覺
性
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
が
ま
さ
し
く
、
新



の
傳
承
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
Ⅳ
結
論
上
し
た
如
く
、
徐
志
	詩
文
の
古
典
風
格
の
外
在
素
因
は
、
文
學
の
自
然
趨
勢
で
あ
る
新
詩
に
お
け
る
文
學
傳
子
を
、
傳
統
と
し
て
受
け
繼
い
だ
正
當
な
る
傳
承
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
・先
覺
性
・
を
い
ち
早
く
覺
醒
さ
せ
た
の
は
、
新

の

指

た
る
梁
超
ら
時
代
の
先
賢
た
ち
の
陶
で
あ
る
と
思
う
。
そ
も
そ
も
、
中
國
詩
歌
は
傳
統
と
の
融
和
を
保
つ
こ
と
こ
そ
發
展
の
で
あ
る
。
徐
志
	詩
文
の
古
典
風
格
の
外
在
素
因
は
、
ま
さ
に
、
傳
統
と
の
融
和
の
證
で
あ
り
、
中
國
詩
歌
を
發
展
さ
せ
る
一
端
を
擔
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
傍
證
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
臺
灣
の
詩
壇
は
大
變
活
氣
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
現
代
詩
」
の

 蝶
、
洛
夫
、
!維
"ら
は
「
新
古
典
#義
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
彼
ら
が
現
代
詩
の
な
か
に
文
言
を
取
り
入
れ
、
中
國
の
傳
統
作
詩
法
の
暗
喩
や
想
法
な
ど
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
$）。
ま
た
例
え
ば
、
李
元
洛
『
詩
美
學
（
%）』
の
中
に
も
、
自
國
の
傳
統
文
學
に
立
脚
し
、
傳
統
の
流
れ
を
受
け
繼
ぐ
こ
と
こ
そ
、
さ
ら
な
る
文
學
の
發
展
に
繋
が
る
の
だ
と
&か
れ
て
い
る
。
彼
は
、
「
文
學
の
發
展
は
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
184
自
國
民
族
の
傳
統
に
立
脚
し
、
そ
の
上
、
他
國
の
文
學

の

を
怯
ま
ず
に
參
考
と
し
、
中
西
の
美
學
を
融
和
さ
せ
て
か
ら
、
は
じ
め
て
文
學

の
さ
ら
な
る
發
展
と
榮
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
・
文
學
發
展

	立
足
於
本
民
族
傳
統
，
同
時
又
	

於
借
鑒
其
他
國
家
文
學
藝



，
做
到
中
西
美
學
匯
和
融
合
，
這
樣
，
才
有
可
能
促
文
學
藝

更
大
發
展
和
榮
。
・
）」
と
べ
て
い
る
。
（
『
詩
美
學
』
七
六
六
頁
）
梁
實
秋
も
ま
た
、
「
新
詩
と
傳
統
」
（
『
梁
實
秋
論
文
學
』
）
の
中
に
、
中
國
の
現
代
詩
は
如
何
に
、
・
傳
統
と
の
繋
が
り
を
斷
ち
切
っ
て
は
い
け
な
い
・
か
（
・
詩
不
可
以
與
傳
統
用
・
）
を
力
し
て
い
る
（
「
新
詩
と
傳
統
」
六
八
九
頁
）。
本
論
文
Ⅱ
の
１
の
１
―
２
に
も
べ
た
り
、
彼
は
、
「
白
話
詩
の
試
作
は
、
も
う
、
一
段
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
事
實
が
こ
の
は
じ
な
い
と
證
明
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
今
こ
そ
、
元
來
の
詩
歌
の
傳
統
か
ら
新
し
い
表
現
方
法
と
形
式
を
探
求
す
べ
き
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
（
・
白
話
詩
嘗
試
應
是
一
段
。
事
實
證
明
此
路

，
現
在
新
詩
應
該
就
原
有
詩
傳
統
探
新
表
現
方
法
與
形
式
・）」
と
言
を
じ
た
上
で
、
「
中
國
の
單

の
字
は
、
そ
の
不
便
な
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
優
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
特
に
詩
作
に
し
て
い
る
。
そ
の
仄
や
四
聲
の
抑
揚
や
休
止
の
合
が
、
文
字
に
樂
性
を
備
え
さ
せ
、
言
の
對
偶
性
に
は
、
あ
る
種
の
均
整
麗
な
と
こ
ろ
が
あ
る
（
・
中
國
單
字
，
有
其
不
便
處
，
也
有
其
優
處
，
特
別
於
詩
，
其
仄
四
聲
之
抑
揚
頓
挫
使
得
文
字
中
備
了
樂
性
，
其
字
詞
之
對
仗
又
有
一
種
均
稱
麗
之
處
・）」
と
古
典
詩
歌
	素
の
擇
の
再
檢
討
を
促
し
て
い
る
。
彼
は
さ
ら
に
、
魯
や
郁
夫
も
保
守
な
人
 で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
「
心
の
發
露
や
哀
愁
を
訴
え
る
と
き
は
、
白
話
詩
を
用
い
ず
に
、
古
典
詩
を
作
る
の
か
（
・
抒
發
感
想
申
訴
哀
愁
時
候
，
不
做
新
詩
而
作
舊
詩
？
・
）」
と
問
い
か
け
る
。
「
さ
ら
に
理
解
に
し
む
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
熱
心
に
新
詩
を
書
い
て
き
た
人
が
、
後
に
な
っ
て
か
ら
み
な
古
典
詩
を
書
き
出
し
た
の
か
。
（
・
更
令
人
解
是
，
一
向
熱
心
寫
新
詩
人
，
爲
什
麼
到
後
來
也
喜
歡
寫
舊
詩
？
・
）」
と
疑
問
を
示
し
、
「
例
え
ば
、
朱
自
!が
一
九
四
八
年
に
律
詩
を
作
っ
て
私
に
"っ
て
く
れ
た
し
、
老
舍
も
ま
た
律
詩
を
私
に
よ
こ
し
て
く
れ
た
。
老
舍
が
北
碚
を
離
れ
て
か
ら
、
感
#も
生
活
も
靜
を
保
つ
こ
と
が
出
來
な
く
な
り
、

$
に
ず
っ
と
し
か
っ
た
の
で
、
詩
を
作
っ
て
氣
分
を
紛
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
問
題
は
、
な
ぜ
そ
の
詩
が
新
詩
で
な
く
、
古
典
詩
な
の
か
だ
（
・
例
如
朱
自
!在
一
九
四
八
年
曾
作
律
詩
寄
給
我
。
老
舍
也
寄
律
詩
給
我
。
老
舍
自
從
離
開
北
碚
，
感
#生
活
%不
靜
，
心
#
悶
，
&以
以
舊
詩
自
'，
爲
什
麼
不
能
以
新
詩
自
'椿
？
・
）」
と
反
問
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
そ
こ
に
は
必
ず
や
眞
理
が
あ
る
は
ず
（
・
此
中
必
有
理
・
）」
と
考
え
、
答
は
「
新
詩
は
傳
統
と
繋
が
り
を
斷
ち
切
っ
て
は
(ら
な
い
（
・
新
詩
不
可
以
徐
志
)詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
*）
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與
傳
統
用
・）
（
六
八
六
頁
）
と
の
結
論
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
私
は
、
徐
志
の
詩
文
の
古
典
風
格
の
外
在
素
因
の
因
は
、
彼
の
こ
の
「
新
詩
は
傳
統
と
斷
ち
切
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
眞
理
に
對
す
る
「
先
覺
性
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
。
＊
本
論
文
は
、
二
〇
〇
六
年
六
一
七
日
東
洋
大
學
に
て
、
「
日
本
聞
一
多
學
會
」
の
第
十
回
究
會
上
で
發
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
原
稿
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
】
（
１
）
徐
志
の
人
氣
に
つ
い
て
は
、
彼
の
死
後
か
ら
今
日
ま
で
の
、
臺
灣
と
年
の
中
國
大
陸
の
出
版
	況
か
ら
、
嘗
て

べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
五
年
の
に
、
臺
灣
の
「
天
一
出
版
」
が
出
し
た
五
冊
の
『
徐
志
傳
記
』
に
は
、
抗
戰
時
期
以
來
の
臺
灣
び
香
で
發
表
さ
れ
た
九
〇
余
種
の
雜
誌
と
二
七
種
の
書
か
ら
關

料
を
一
〇
八
收
さ
れ
て
い
る
。
收
さ
れ
た
文
章
が
の
ち
單
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
も
あ
る
。
例
え
ば
刊
・暢
流
・
に
一
九
六
三
年
五
の
第
二
五
期
か
ら
一
九
六
五
年
四
ま
で
計
二
三
回

載
さ
れ
た
劉
心
皇
の
「
徐
志
と
陸
小
曼
」
が
の
ち
單
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
二
二
年
後
の
一
九
八
六
年
に
、
書
名
を
『
徐
志
婚
姻

愛
卷
』
と
改
め
、
大
幅
に
修
正
し
て
再
版
さ
れ
た
時
の

自
序
の
な
か
に
、
「
單
行
本
出
し
て
か
ら
こ
の
二
二
年
で
國
で
多
く
の
出
版
に
盜
印
さ
れ
…
友
人
の
話
に
依
れ
ば
、
今
で
は
、
臺
灣
の
片
田
舍
の
本
屋
や
雜
誌
新
聞
の
露
店
本
屋
に
ま
で
賣
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
徐
志
人
氣
は
、
臺
灣
で
は
い
ま
で
も
凋
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
六
、
七
年
ほ
ど
の
續
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
人
四
天
」
は
徐
志
の
戀
愛
史
を
っ
た
ド
ラ
マ
だ
が
、
大
變
な
人
氣
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
も
續
々
と
徐
志

の
專
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
筆
が
羅
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
こ
の
十
年
で
二
〇
數
冊
に
下
ら
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
學

な
點
か
ら
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
質
の
高
い
書
物
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
書
物
は
に
、
徐
志
の
一
生
を
ド
ラ
マ
ッ
テ
ィ
ッ
ク
に
 く
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
大
陸
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
、
徐
志
が
中
國
文
壇
に
再
!價
さ
れ
て
か
ら
の
詩
集
の
出
版
が
大
變
な
賣
れ
行
き
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
一
九
八
八
年
で
四
川
人
民
出
版
の
『
徐
志

詩
集
』
は
初
版
か
ら
九
回
も
版
を
重
ね
た
と
い
う
（
『
中
國
新
詩
庫
・
徐
志
卷
』
序
文
よ
り
、
一
九
八
八
年
7
、
長
江
文
"
、
#良
沛

$）
。
『
徐
志
詩
%
』
（
浙
江
文
"出
版
、
一
九
九
〇
年
一

三
版
）
の
「
出
版
&明
」
に
依
れ
ば
、
「
度
重
な
る
出
版
に
も
拘
わ
ら
ず
、
需
'供
給
に
(い
つ
か
な
い
現
	で
あ
る
」
と
)べ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
中
國
の
經
濟
	況
は
決
し
て
豐
か
で
は
な
か
っ
た
時
代
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
186
で
あ
り
、
一
つ
の
出
版
が
七
年
で
三
回
に
渡
っ
て
出
版
を
重
ね
た
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
、
徐
志
熱
が
高
い
と
斷
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
『
徐
志
詩

』
の
一
九
八
三
年
の
印
數
は
二
五
千
冊
で
、
一
九
八
七
年
は
三
冊
、
一
九
八
〇
年
は
三
五
千
冊
に
も
上
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
學
な
ど
の
	育
現
場
に
お
い
て
も
、
北
京
師
範
大
學
や


大
學
で
現
代
詩
を
	え
て
い
る
棣
之
が
「
徐
志
の
詩
史
に
お
け
る
地
位
と
價
問
題
―
『
徐
志
詩

』
出
版
か
ら
―
」（
・中
國
現
代
文
學
究
・
一
九
八
八
年
四
號
）
の
中
で
、
學
界
の
徐
志
熱
は
漸
く
フ
ィ
ー
バ
ー
が
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
年
の
に
は
徐
志
に
對
す
る
熱
は
減
少
し
て
い
な
い
の
だ
と
べ
て
い
る
。
彼
は
、
自
分
の
	鞭
を
取
っ
て
い
る
大
學
の
學
生
の
卒
業
論
文
の
究
對
象
が
、
壓
倒
に
徐
志
が
多
い
と
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
人
民
文
學
出
版
の
集
が
私
に
、
の
出
版
し
て
い
る
『
徐
志

集
』
は
流

業
界
で
は
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
で
あ
る
と
話
し
て
く
れ
た
」
と
も
べ
て
い
る
。
（
２
）
加
阿
幸
『
徐
志
詩
歌
の
浪
漫
性
と
樂
性
』

大
學
出
版
、
一
九
九
三
年
、
一
七
頁
。
（
３
）
・
談
徐
志
・
遠
東
圖
書
公
司
，
一
九
九
七
年
一
〇
三
版
）
（
四
八
頁
）
（
４
）
方
苞
（
一
六
六
八
―
一
七
四
九
）
號
溪
、
字
鳳
九
。


桐

 
散
文
の
創
始
、
姚
愍
は
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
!
"
#作
に
『
左
忠
毅
公
$事
』、『
獄
中
雜
記
』
な
ど
が
あ
る
。
（
５
）
・
志
怎
%了
・
一
九
三
二
年
一
一
一
四
日
天
津
・
大
公
報
・
文
學
副
刊
・）
（
６
）
上
&文
'出
版
、
一
九
八
〇
（
７
）
『
四
十
自
』
中
國
僑
出
版
、
一
九
九
四
年
。
一
〇
七
頁
（
８
）
原
文
は
(の
り
で
あ
る
。
・
)以
韵
文
而
論
，
三
百
篇
變
而
為
騒
，
一
大
革
命
也
。
又
變
為
五
言
七
言
之
詩
，
二
大
革
命
也
。
験
之
變
為
無
韵
之
駢
文
，
三
大
革
命
也
。
古
詩
之
變
為
律
詩
，
四
大
革
命
也
。
詩
之
變
為
詞
，
五
大
革
命
也
。
詞
之
變
為
曲
，
為
劇
本
，
六
大
革
命
也
。
何
獨
於
吾
*持
文
學
革
命
論
而
疑
之
・
（
９
）
『
中
國
新
文
學
大
系
・
建
設
理
論
集
』、
三
四
頁
（
10）
中
國
の
文
字
を
廢
+し
、
,文
を
廢
+す
べ
き
と
い
っ
た
暴
論
は
、
當
時
の
-
.
 で
あ
る
錢
玄
同
や
、
傅
斯
年
ら
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
錢
玄
同
の
「
中
國
今
後
之
文
字
問
題
」（『
中
國
新
文
學
大
系
・
建
設
理
論
集
』
上
&文
'出
版
、
一
九
八
〇
、
一
四
一
頁
）
や
、
同
文
中
に
引
用
さ
れ
た
・新
世
紀
・
第
四
十
號
に
載
せ
ら
れ
た
/稚
暉
の
談
話
で
、
・中
國
文
字
遲
早
必
廢
・（
一
四
五
頁
）
と
い
う
意
見
や
、
傅
斯
年
の
「
,語
改
用
憧
文
字
初
化
談
」
（
同
建
設
理
論
集
、
一
四
七
頁
）
な
ど
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
11）
・新
詩
與
傳
統
・（『
梁
實
秋
文
學
を
論
ず
る
』
・梁
實
秋
論
文
學
・
時
報
文
0出
版
公
司
、
一
九
八
一
）
六
八
一
頁
（
12）
・新
詩
雜
話
・
1
出
版
、
一
九
七
八
年
、
三
六
頁
（
13）
・中
國
新
文
學
大
系
・
建
譜
理
胎
集
・
三
〇
四
頁
（
14）
・中
國
新
文
學
大
系
・
建
設
理
論
集
・
三
二
三
頁
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
）
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（
15）
・中
國
新
文
學
大
系
・
建
設
理
論
集
・
三
五
〇
頁
（
16）
・論
新
詩
・
・現
代
詩
歌
論
文
・
波
文
書
局
、
一
九
七
五
。
三
〇
八
、
三
〇
九
頁
（
17）
・談
徐
志
・）
遠
東
圖
書
公
司
、
一
九
九
七
年
一
〇
、
三
版
、
四
八
頁
（
18）
「
詩
形
式
」
・新
詩
雜
話
・

出
版
、
一
九
七
八
年
、
九
六
頁
）
（
19）
朱
自
	


・中
國
新
文
學
大
系
・
第
八
集
・
詩
集
・
の
・
詩
雜
記
・、
一
六
頁
よ
り
。
（
20）
原
文
は
・
求
其
誦
，
求
其
動
人
，
有
感
，
有
想
像
，
有
美
之
形
式
，
蛻
詩
之
柿
處
，
詞
之
空
靈
處
，
曲
之
委
婉
處
，
以
歌
謠
鼓
詞
彈
詞
，
有
可
取
處
，
無
不
其

。・。
（
21）
こ
れ
は
陳
山
が
「
新

の
新
詩
發
展
の
中
で
の
史
地
位
を
論
ず
る
」（
・論
新
詩
在
新
詩
發
展
中
煽
史
地
位
・、
・中
國
現
代
文
學
究
叢
刊
・
一
九
八
二
年
第
一
期
）
の
中
に
引
用
し
て
い
る
謝
婉
瑩
の
「
中
國
新
詩
の
將
來
」
（
・
中
國
新
詩
將
來
・
・
燕
大
刊
・
第
一
期
）
の
記
で
あ
る
。
（
22）
・
論
朱
湘
詩
・
初
出
は
・
文
藝
刊
・
第
二
卷
第
一
期
（
一
九
三
一
年
一
三
〇
日
南
京
中
國
文
藝
出
版
）
の
ち
・新


論
料
・
東
師
範
大
學
出
版
、
一
九
九
三
、
收
。
一
八
九
頁
（
23）
・新


論
料
・
鯖
叫
弗
范
大
學
出
版
，
方
仁
念
僉
園
（
24）
余
光
中
：
一
九
二
八
―
。
當
代
詩
人
、
散
文
家
。
刊
・
星
・
や
雜
誌
・文
星
・、
・現
代
文
學
・
な
ど
を

集
。
臺
灣
大
學
、
香
中
文
大
學
、
臺
灣
中
山
大
學
授
な
ど
を
任
。

詩
集
は
『
舟
子
悲
哀
』『
色

 毛
』『
天
國
夜
市
』『
天
狼
星
』
な
ど
ほ
か
多
數
。
（
25）
・
分
水
嶺
上
・
臺
北
，
純
文
學
出
版
，
一
九
八
一
年
一
一
再
版
。
一
〇
―
一
一
頁
（
26）
・志
師
哀
辭
・：
・新
・
刊
第
四
卷
第
一
期
・志
紀
念
號
・、
一
九
三
二
年
三

（
27）
・
!棠
"下
儖
志
・：
・徐
志

#集
・
代
序
・（
石
家
莊
：
"山
文
藝
出
版
，
一
九
九
二
年
八
）
（
28）
上
記
$（８
）
の
・梁
實
秋
論
文
學
・
三
―
二
三
頁
（
29）
同
$（８
）
四
〇
一
頁
（
30）
同
$（８
）
五
七
九
頁
（
31）
林
長
民
：
一
九
一
七
年
段
祺
瑞
の
「
北
洋
政
府
」
の
第
一
一
任
%閣
の
「
司
法
總
長
」
で
あ
り
、
徐
志
の
&生
の
「
魂
の
友
人
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
初
戀
の
相
手
の
林
徽
'の
父
で
あ
る
。
徐
志
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
林
長
民
か
ら
聞
い
た
と
い
う
彼
の
日
本
留
學
時
代
の
ロ
マ
ン
ス
を
「
春
痕
」
と
い
う
小
(に
ま
と
め
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
彼
の
死
に
接
し
て
、
彼
の
號
「
雙
蓍
老
人
」
を
使
っ
て
、
「
雙
蓍
老
人
を
悼
む
」
と
い
う
)悼
文
を
書
き
、
そ
の
中
で
、
二
人
の
交
誼
の
厚
さ
を

べ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
林
長
民
の
死
後
、
徐
志
は
「
一
*の
ラ
ブ
レ
ー
多
―
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
發
表
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
い
た
頃
、
戲
れ
て
林
長
民
と
・ラ
ブ
レ
タ
ー
・
を
交
換
し
た
こ
と
を
披
露
し
た
ほ
ど
、
二
人
は
+知
の
仲
で
あ
る
。
（
32）
例
え
ば
、
朱
壽
桐
『
新

の
紳
士
風
』
江
蘇
文
,出
版
、
一
九
九
五
、
二
七
頁
に
、
・
梁
尼
超
林
長
民
等
-輩
學
人
人
格
風
範
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
188
是
新

紳
士
風

文
傳
承
坪
容
・
と
べ
て
い
る
。
（
33）
胡
は
『
四
十
	自
』
（
・
四
十
自
・
五
四
頁
）
に
、
「
私
個
人
は
梁
先
生
か
ら
無
限
な
る
恩
惠
を
受
け
た
（
・
我
個
人
受
了
梁
先
生
無
窮
恩
惠
・）」
と
記
し
て
い
る
。
梁
實
秋
も
・記
梁
任
公
先
生
一


演
・
（
『
梁
實
秋
古
人
偲
ぶ
叢
』
・
梁
實
秋
懷
人
叢
村
・
中
國
廣
播
電
出
版
，
一
九
九
一
）
の
中
で
、
「
彼
の
演
は
學
問
有
り
、
文
有
り
、
熱
心
な
學
の
紳
士
な
風
が
あ
る
の
で
、
當
時
の
年
た
ち
の
大
な
る
崇
拜
を
受
け
て
い
た
（
・
他
演
有
學
問
、
有
文
采
、
有
熱
心
腸
學

紳
士
風
，
以
逗
引
當
時
年
無
限
景
仰
・）」
と
べ
て
い
る
。
（
34）
例
え
ば
徐
志
の
一
九
一
八
年
一
一
の
日
記
（『
徐
志
年
譜
』）
の
記
載
容
で
は
、
自
分
の
梁
超
に
對
す
る
傾
倒
の
樣
子
を
綴
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
「
論
徐
志
詩
文
古
典
風
範
之
坪
在
因
」
の
（
四
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
35）
『
徐
志

集
・
補
篇
・
４
・
日
記
書
信
集
』（
二
二
二
頁
）
上
書
店
、
一
九
九
四
（
36）
・梁
任
公
年
譜
長
篇
―
康
批
梁
任
公
詩
手
蹟
・
下
冊
・（
丁
文
江
撰
，
世
界
書
局
、
一
九
七
二
年
一
一
再
版
）
六
四
五
頁
、
一
九
二
三
年
五
二
六
日
、
梁
尼
超
か
ら
康
有
爲
へ
の
書
信
で
は
、
・
…
…
志

，
昨
日

之
少
年
，
其
人
爲
弟
子
之
弟
子
，
極
聰
，
能
詩
駢
體
文
…
…
・
と
書
か
れ
て
い
る
。
（
37）
胡
「
志
を
悼
す
る
」
（
・
悼
志
・
・
新
・
四
卷
一
期
，
一
九
三
二
年
八
一
日
）
の
中
で
、
初
め
て
、
二
人
の
こ
の
「
 復
書
!」
の
存
在
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
（
38）
・梁
任
公
年
譜
長
篇
－
康
批
梁
任
公
詩
手
蹟
・
下
冊
・
六
三
五
頁
）
（
39）
同
上
六
三
五
頁
（
40）
嫖
壽
林
・
懷
志
・
一
九
三
一
、
一
二
、
一
四
・晨
報
・
學
園
・
（
41）
許
世
旭
『
新
詩
論
』
一
九
九
八
年
八
、
三
民
局
、
一
三
二
頁
（
42）
臺
北
、
東
大
圖
書
公
司
、
一
九
九
〇
徐
志
詩
文
に
お
け
る
古
典
風
格
（
加
"）
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